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平
成
18
年
４
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
市
立

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

ア
ト
リ
ア
で
、
川
口

市
へ
の
寄
贈
作
品
を

中
心
に
し
た
展
覧
会

「
川
口
の
ア
ー
ト
再
発

見
」
が
、
昨
年
11
月

に
第
１
弾
「
大
泉
家

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」。

　
今
年
５
月
に
第
２

弾
「
絵
画
・
彫
刻
・

工
芸
等
多
彩
な
ジ
ャ

ン
ル
で
活
躍
す
る
川

口
に
ゆ
か
り
の
あ
る

ア
ー
ト
展
」
が
開
催

さ
れ
た
。

そ
し
て
、
８
月
か

ら
９
月
初
旬
に
か
け

て
第
３
弾
「
寄
贈
の

作
品
や
、
川
口
を
拠

点
に
活
躍
し
て
い
る

日
本
画
・
書
の
作
品

展
」
が
開
催
さ
れ
た
。

展
示
品
は
、
新
郷

江
戸
袋
生
ま
れ
で
、

今
も
住
ま
い
の
ア
ト

リ
エ
で
制
作
さ
れ
て

い
る
、
日
本
画
家
の

吉
田
喜
代
美
さ
ん
の

寄
贈
作
品
３
点
。
末

広
在
住
で
書
家
の
、

市
川
嘉
泉
さ
ん
２
点

の
寄
贈
作
品
と
、
鋳

物
業
の
田
原
家
か
ら

の
多
く
の
寄
贈
作
品
。

更
に
棟
方
志
功
の

代
表
作
５
点
を
含
む

23
点
が
展
示
さ
れ
た
。

８
月
21
日
、
立
石

泰
広
県
議
・
新
藤
義

孝
衆
議
院
議
員
秘
書

の
早
船
宏
さ
ん
、
新

郷
の
文
化
を
考
え
る

会
会
長
の
照
山
悦
子

さ
ん
が
鑑
賞
し
た
。

立
石
県
議
は
「
川

口
市
へ
寄
贈
さ
れ
た

作
品
を
中
心
に
し
た

展
示
会
で
、
ど
れ
も　

素
晴
ら
し
い
作
品
ば

か
り
で
し
た
。

い
よ
い
よ
川
口
市

の
美
術
館
構
想
も
進

む
よ
う
で
す
が
、
こ

う
し
た
宝
物
に
多
く

の
市
民
の
皆
様
が
接

す
る
こ
と
で
、
ま
す

ま
す
心
豊
か
に
暮
ら

せ
る
街
へ
と
繋
が
っ

て
ゆ
く
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
」
と
。

　
８
月
29
日
、
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ

レ
ー
で
、
県
内
の
ス

タ
ー
ト
地
点
と
な
っ

た
青
木
町
公
園
で
、

記
念
植
樹
式
が
開
催

さ
れ
た
。

　
奥
ノ
木
信
夫
市
長
、

新
藤
義
孝
衆
議
院
議

員
、
市
内
聖
火
ラ
ン

ナ
ー
の
鈴
木
昭
重
さ

ん
、
平
林
栄
子
さ
ん
、

内
田
剛
史
さ
ん
、
市

ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
会

長
は
じ
め
代
表
ら
が

参
加
し
た
。

　
日
本
さ
く
ら
の
会

か
ら
川
口
市
に
、
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
１
年

目
位
の
若
木
が
贈
ら

れ
、
聖
火
台
レ
プ
リ

カ
鎮
座
の
近
く
に
植

樹
し
た
。

　
新
藤
衆
議
院
議
員

は
「
人
生
か
け
て
一

生
懸
命
努
力
す
れ
ば

報
わ
れ
る
。
若
木
が

大
樹
と
な
る
よ
う
に
」

と
。

　
奥
ノ
木
市
長
は「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
記
憶

を
次
世
代
に
つ
な
い

で
い
く
灯
を
灯
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
」

と
。

　
平
林
さ
ん
は
「
ラ

ン
ナ
ー
に
し
て
も
ら

い
、
後
世
に
残
る
植

樹
式
に
も
参
加
さ
せ

て
も
ら
い
、
こ
れ
か

ら
の
人
生
を
皆
さ
ん

ん
の
手
本
と
な
る
よ

う
、
襟
を
正
し
て
生

き
て
い
か
ね
ば
ね
。

感
謝
、
感
謝
」
と
。

ソメイヨシノの桜を植樹

自作品の前で吉田喜代美さん

左から早船さん、奥ノ木市長、吉田さん、照山さん、立石さん。



　
当
社(
不
動
産
業)

は
、
創
業
時
か
ら
土

地
区
画
整
理
事
業
予

定
区
域
内
で
事
業
を

開
始
し
た
事
も
あ
り
、

現
在
も
含
め
こ
れ
ま

で
数
多
く
の
土
地
区

画
整
理
事
業
区
域
内

（
以
下
：
事
業
区
域
と

称
す
）
で
仕
事
を
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。

　
川
口
市
内
の
郊
外

を
中
心
に
広
範
囲
で

こ
の
事
業
が
今
も
施

工
途
中
で
あ
り
、
地

権
者
様
か
ら
の
相
談

内
容
の
多
く
は
、
事

業
の
進
捗
状
態
に
応

じ
た
不
動
産
の
活
用

方
法
の
制
限
か
ら
、

結
果
的
に
不
利
益
が

生
ま
れ
る
事
で
あ
り

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
当
社
は
、

事
業
区
域
で
の
不
動

産
売
買
や
賃
貸
等
の

契
約
実
績
と
私
自
身

が
地
方
議
員
を
16
年

間
務
め
さ
せ
て
頂
い

た
経
験
を
踏
ま
え
て
、

事
業
区
域
の
地
権
者

様
に
お
役
立
て
頂
け

れ
ば
と
、
お
悩
み
解

決
編
と
し
て
動
画
を

配
信
す
る
事
に
致
し

ま
し
た
。

　
撮
影
前
か
ら
動
画

配
信
ま
で
の
作
業
工

程
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
と
、
ま
ず
当
社

事
務
所
２
階
を
撮
影

現
場
と
し
て
い
ま
す
。

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に

下
手
な
字
で
見
出
し

分
を
書
き
、
ま
た
、

作
成
し
た
イ
ラ
ス
ト

パ
ネ
ル
や
大
ま
か
な

シ
ナ
リ
オ
を
参
考
に

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を

手
で
差
し
な
が
ら
、

私
自
身
が
喋
っ
て
い

る
姿
を
固
定
さ
れ
た

ス
マ
ホ
で
一
気
に
撮

影
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、
ス
マ
ホ

か
ら
Ｐ
Ｃ
へ
撮
影

デ
ー
タ
を
移
行
し
、

編
集
ソ
フ
ト
で
、
切

取
り
と
繋
ぎ
、
テ
キ

ス
ト
組
込
み
等
を
完

了
後
イ
ン
ポ
ー
ト
し

てyoutube

チ
ャ
ン

ネ
ル
に
ア
ッ
プ
ロ
ー

ド
し
て
い
ま
す
。

　
因
み
に
会
社
が
定

休
日
の
時
に
集
中
し

て
一
連
の
作
業
を
私

１
人
で
行
っ
て
お
り

ま
す
。(

笑)

　
第
１
回
目
の
動
画

は
、
土
地
区
画
整
理

事
業
と
は
？
と
題
し

て
、
敗
戦
後
の
日
本

復
興
に
大
い
に
役

立
っ
た
事
に
始
ま
り
、

昭
和
29
年
に
土
地
区

画
整
理
法
が
施
工
さ

れ
、
こ
の
手
法
は
全

国
に
広
が
り
地
方
を

含
め
て
中
心
市
街
地

の
約
３
割
が
こ
の
事

業
で
開
発
さ
れ
た
事

等
、
高
度
経
済
成
長

期
と
足
並
み
を
揃
え

る
か
の
様
に
、
こ
の

事
業
手
法
が
活
用
さ

８
月
19
日
、
埼

玉
県
は
「
東
京

２
０
２
０
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
聖
火

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
実
施
し
た
。

コ
ン
セ
プ
ト
は

あ
な
た
は
、
き
っ

と
誰
か
の
光
だ
。

川
口
市
で
は
聖

火
ビ
ジ
ッ
ト
と
し

レ
ン
ジ
！
２
０
２
０

絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
」
作
品
や
「
東

京
２
０
２
０
公
式

ア
ー
ト
ポ
ス
タ
ー
」

４
６
１
点
も
併
せ
て

展
示
さ
れ
た
。

　
前
原
博
孝
市
議
は

「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
聖

火
リ
レ
ー
は
行
わ
ず
、

県
か
ら
聖
火
（
右
写

真
）
の
み
が
届
き
ま

し
た
。
高
さ
20
㎝
程

の
聖
火
台
に
灯
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
人

間
の
無
限
の
可
能
性

を
照
ら
し
て
い
る
よ

う
で
し
た
」
と
。

て
、
市
役
所
第
１
本

庁
舎
１
階
の
多
目
的

ス
ペ
ー
ス
で
、「
埼
玉

の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
」
を
ラ
ン
タ
ン

で
展
示
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

県
内
17
市
町
村
で
採

火
さ
れ
た
火
を
間
近

で
見
ら
れ
た
。

同
時
に
「
チ
ャ

　
江
戸
袋
町
会
（
町

会
長
＝
前
原
博
孝
さ

ん
）
は
、
６
月
初
旬

か
ら
７
月
10
日
ま
で

町
会
会
館
の
リ
ホ
ー

ム
を
行
っ
た
。

　
前
原
町
会
長
は「
高

齢
化
社
会
が
進
む
中
、

江
戸
袋
町
会
も
類
に

も
れ
ず
高
齢
化
の
波

が
押
し
寄
せ
、
会
議

を
座
っ
て
行
う
と
、

立
ち
上
が
る
こ
と
が

困
難
な
状
況
に
な
り

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
雨
に
濡

れ
る
と
滑
り
や
す
い

タ
イ
ル
部
を
モ
ル
タ

ル
刷
毛
仕
上
げ
の
ス

ロ
ー
プ
に
直
し
、
車

い
す
で
来
館
の
方
に

も
段
差
の
な
い
よ
う

に
し
ま
し
た
。

　
壁
・
天
井
・
建
具

も
塗
装
・
貼
り
替
え

を
行
い
、
照
明
灯
も

す
べ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ

ト
に
取
り
換
え
ま
し

た
。

　
ま
た
、
衛
生
上
の

観
点
か
ら
、
布
カ
ー

テ
ン
を
廃
止
し
、
ブ

ラ
イ
ン
ド
に
取
り
換

え
、
和
室
も
板
張
り

に
変
え
ま
し
た
。

　
８
年
前
ま
で
管
理

人
が
住
ん
で
い
た
管

理
人
室
を
事
務
所
と

し
て
整
備
し
、
事
務

れ
て
き
た
経
緯
と
事

業
の
基
本
的
な
考
え

方
を
説
明
し
て
い
ま

す
。

　
そ
し
て
、
動
画
の

終
盤
で
、
事
業
区
の

特
性
や
、
そ
の
事
業

期
間
の
長
さ
に
よ
っ

て
、
地
権
者
に
と
っ

て
土
地
活
用
に
様
々

な
制
限
が
生
ま
れ
る

事
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
事
に
触

れ
て
、
第
２
回
目
へ

繋
ぐ
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
次
月
号
に
続
く
。

　
動
画
は
パ
ソ
コ
ン

で
イ
タ
バ
シ
、
川
口

と
検
索
し
、
サ
イ
ト

内
の
公
式youtnbe

チ
ャ
ン
ネ
ル
か
ら
ご

視
聴
下
さ
い
！

株
式
会
社
イ
タ
バ
シ　

　
　
　
代
表
取
締
役　

　
　
　
板
橋
智
之

機
能
の
強
化
を
図
る

予
定
で
す
。

　
風
呂
場
は
物
置
に

し
ま
し
た
。
そ
の
他
、

勝
手
口
ド
ア
取
り
換

え
・
玄
関
の
強
化
ガ

ラ
ス
の
取
り
換
え
・

木
製
面
格
子
の
塗
替

え
等
、
環
境
整
備
を

行
い
ま
し
た
。

　
工
事
費
は
、
市
か

ら
の
補
助
金
を
半
額

分
頂
い
た
た
め
約

４
０
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
」
と
。

　
田
崎
一
副
町
会
長

は
「
座
布
団
か
ら
椅

子
に
な
り
足
が
し
び

れ
な
い
の
は
大
改
革
。

物
置
も
多
く
な
り
整

理
整
頓
が
出
来
使
い

易
く
な
り
ま
し
た
」

と
ニ
コ
ニ
コ
顔
。　
　

　
中
里
義
正
副
町
会

長
は
「
心
機
一
転
で

す
。
大
半
に
手
を
入

れ
明
る
く
な
っ
て
嬉

し
い
で
す
」
と
語
る
。 　

今
月
の
書
の
一
文
字

作
品
を
木
製
額
に
し
て

差
し
上
げ
ま
す
。

　
（
縦
40
㎝
×
横
30
㎝
）

　
希
望
の
字「
湧
」「
勝
」

「
氣
」「
感
」
を
選
ん
で

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

携
帯
番
号
を
記
入
し
て

送
っ
て
下
さ
い
。

　
希
望
者
多
数
の
時
は

抽
選
に
な
り
、
当
選
者

に
は
電
話
で
ご
連
絡
し

ま
す
。
取
り
に
来
て
頂

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〆
切
は
10
月
10
日
ま
で   

  

〒
３
３
４
–
０
０
７
４    　
　

  

川
口
市
江
戸
２
–
６-
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吉
安
書
塾
塾
長

　
　
　
　
吉
安　
玲
華

一
字
書
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
本
紙
に
広
告
の
協

力
を
頂
い
て
い
た
り
、

母
校
の
小
・
中
学
校

へ
多
量
の
消
毒
液
を

寄
付
し
た
矢
代
秀
明

さ
ん
は
、
榛
松
中
学

校
の
卒
業
生
で
、
あ

の
ホ
テ
ル
三
日
月
等

を
消
毒
し
た
「
ベ
イ

ト
ー
タ
ル
ジ
ャ
パ
ン

(

株)

」
の
社
長
で
あ

り
、「
一
般
社
団
法
人

千
葉
県
ペ
ス
ト
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
協
会
会
長
」

で
あ
る
。

　
８
月
５
日
、
同
協

会
に
、
熊
谷
俊
人
千

葉
県
知
事
よ
り
、
国

内
で
か
つ
て
無
い
広

範
囲
で
発
生
し
た
高

病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
消
毒
作
業

に
対
し
て
、
感
謝
状

が
贈
ら
れ
た
。

千
葉
県
庁
農
林
水

産
部
畜
産
課
家
畜
衛

生
対
策
室
の
、
島
田

純
副
議
官
兼
室
長
よ

り
贈
呈
さ
れ
た
。

　
矢
代
さ
ん
は
「
感

染
症
予
防
衛
生
隊
の

み
ん
な
が
頑
張
っ
た

功
績
で
す
。
ま
た
、

千
葉
県
の
為
、
頑
張

り
ま
す
」
と
。

　
写
真
左
か
ら
島
田

さ
ん
、
矢
代
さ
ん
。

　前列左は、前原さん、田崎さん。後列左から、
石田カズイ副町会長、山田健蔵顧問、中里さん。



相
変
わ
ら
ず
歯
科

医
院
は
、
コ
ロ
ナ
予

防
に
ず
っ
と
臨
戦
態

勢
で
い
ま
す
が
、
感

染
か
ら
全
く
逃
れ
る

事
は
不
可
能
で
す
。

そ
こ
で
頼
り
に
な

る
の
が
、
私
達
自
身

が
持
つ
免
疫
力
で
す
。

私
た
ち
の
身
体
の
中

に
は
、
外
敵
か
ら
身

を
守
る
た
め
の
す
ご

い
シ
ス
テ
ム
（
免
疫

力
）
が
備
わ
っ
て
い

る
と
、
何
回
か
書
き

ま
し
た
。

医
学
の
力
に
よ
っ

て
ワ
ク
チ
ン
を
打
っ

て
予
防
す
る
と
か
、

感
染
し
て
し
ま
っ
た

時
に
は
治
療
薬
レ
ム

デ
シ
ベ
ル
、
ア
ビ
ガ

ン
な
ど
が
効
果
的
で

あ
り
、
そ
れ
な
り
に

安
心
を
与
え
て
い
ま

す
が
、
ど
ん
な
に
医

学
が
発
達
し
て
も
、

我
が
身
を
守
る
最
大

の
武
器
は
自
分
の
免

疫
力
で
、
ワ
ク
チ
ン

は
そ
れ
を
引
き
出
す

だ
け
で
す
。
そ
れ
に
、

ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ
て

免
疫
力
を
上
げ
て
も
、

再
び
コ
ロ
ナ
に
感
染

す
る
ケ
ー
ス
も
出
て

い
ま
す
。

つ
ま
り
、
免
疫
力

は
私
達
の
身
体
の
状

態
に
よ
っ
て
、
強
い

時
と
弱
い
時
が
あ
り

変
化
し
ま
す
。

例
え
ば
糖
尿
病
の

人
は
、
炎
症
が
起
き

や
す
く
多
く
の
免
疫

物
質
が
そ
の
処
理
に

使
わ
れ
、
浸
入
し
て

く
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
は
、
無
力
に
な

り
ま
す
。

又
、
仕
事
や
遊
び

が
過
ぎ
た
り
、
睡
眠

不
足
で
体
力
が
落
ち

る
と
、
免
疫
力
も
落

ち
感
染
に
弱
く
な
り

ま
す
。コロ

ナ
に
か
か
ら

な
い
、
又
は
か
か
っ

て
も
軽
く
さ
せ
る
の

は
、
自
分
の
免
疫
力

を
落
と
さ
な
い
事
、

そ
し
て
さ
ら
に
強
化

す
る
こ
と
で
す
。

そ
う
す
る
こ
と

で
、
世
間
の
風
評
に

惑
わ
さ
れ
ず
、
確
か

な
知
識
を
持
っ
て
、

自
信
の
あ
る
生
活
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

岩
下
歯
科
医
院
（
榛
松
）　

　
院
長　
岩
下　
一
三

東
本
郷
小
学
校
の

プ
ー
ル
周
辺
が
、
新
郷
東
部
第
２
土
地
区

画
整
理
事
業
２
２
ー

１
区
ほ
か
造
成
工
事

が
、
４
月
28
日
か
ら

来
年
１
月
31
日
ま
で

の
工
期
で
工
事
が
行

わ
れ
て
い
る
。

事
業
主
は
当
紙
新

郷
新
聞
御
協
力
社
の

株
式
会
社
桜
井
土
木

（
代
表
＝
櫻
井
昭
人
さ

ん
）。８月

27
日
、
飯
塚

孝
行
市
議
と
、
審
議

会
委
員
会
長
の
石
塚

勝
春
さ
ん
が
視
察
さ

れ
、
区
画
整
理
事
務

所
の
高
橋
和
孝
所
長

よ
り
説
明
を
受
け
た
。

プ
ー
ル
は
使
用
終

了
後
、
全
て
解
体
さ

れ
た
。
完
成
後
は
学

校
の
区
画
も
変
わ
り
、

校
庭
や
プ
ー
ル
の
位

置
な
ど
も
変
わ
る
。

道
路
も
広
く
な
り
新

郷
支
所
の
通
り
と
繋

な
答
弁
を
頂
い
て
い

る
。前

原
市
議
は
今
月

９
月
定
例
会
の
一
般

質
問
で
、
舎
人
ラ
イ

ナ
ー
延
伸
に
つ
い
て

等
を
質
問
す
る
予
定
。　
　

永
瀬
さ
ん
は
「
都

県
境
ま
で
３
０
０
ｍ
。

本
当
に
あ
と
わ
ず
か

で
埼
玉
県
。
舎
人
ラ

イ
ナ
ー
延
伸
予
定
地

域
に
お
住
い
の
皆
様

の
大
き
な
期
待
と
、

県
政
発
展
の
為
に
、

粘
り
強
く
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
」
と
。

左から、早船さん、永瀬県議、渡辺さん、前原市議。

　
私
と
野
球
と
の
出

会
い
は
記
憶
を
辿
る

と
、
40
年
以
上
前
、

小
さ
な
空
き
地
や
稲

刈
り
後
の
田
ん
ぼ
で
、

数
人
の
友
達
と
や
っ

た
三
角
ベ
ー
ス
ま
で

遡
り
ま
す
。

　
小
学
校
高
学
年
に

な
る
と
チ
ー
ム
に
所

属
し
、
小
学
校
の
卒

業
文
集
で
は
、

将
来
の
夢
は
プ

ロ
野
球
選
手
と

書
い
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
夢
を
追
い
続

け
て
、
中
学
、
高
校

で
の
部
活
動
で
は
野

球
部
に
所
属
し
、
夢

実
現
に
向
け
て
自
分

を
磨
き
ま
し
た
が
、

儚
く
も
実
現
に
は
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。　
　

　
し
か
し
、
野
球
愛

は
冷
め
ず
、
大
学
生
、

そ
し
て
教
師
に
な
っ

た
今
も
草
野
球
を
続

け
て
い
ま
す
。

　
今
の
チ
ー
ム
に
は
、

20
年
近
く
所
属
し
て

い
ま
す
。
チ
ー
ム
は

早
朝
野
球
連
盟
に
加

入
し
て
い
て
、
試
合

は
朝
５
時
45
分
開
始

で
２
時
間
程
の
時
間
。

当
然
、
冬
の
時
期
は

開
催
さ
れ
ず
、
現
在

シ
ー
ズ
ン
真
只
中
で

す
。

　
私
と
同
じ
野
球
大

好
き
な
仲
間
の
集
ま

り
で
、
チ
ー
ム
は
な

か
な
か
勝
利
で
き
ま

せ
ん
が
、
和
気
藹
々

と
し
て
居
心
地
の
い

い
チ
ー
ム
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の

チ
ー
ム
に
は
、
私
の

憧
れ
の
選
手
が
い
ま

す
。
そ
の
選
手
は
65

歳
を
超
え
て
も
、
私

た
ち
と
一
緒
に
野
球

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

憧
れ
の
選
手
に
見
習

い
、
こ
れ
か
ら
も
10

年
、
20
年
と
大
好
き

な
野
球
を
長
く
続
け

て
い
き
た
い
、
こ
れ

が
私
の
目
標
の
１
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
野
球
の

お
か
げ
で
、
た
く
さ

ん
の
出
会
い
が
あ
り
、

思
い
出
が
で
き
、
充

実
し
た
日
々
を
送
っ

て
き
ま
し

た
。

　

今
後
も
、

野
球
を
上
手
に
な
り

た
い
と
い
う
気
持
ち

を
も
ち
つ
つ
、
体
と

相
談
し
な
が
ら
趣
味

と
し
て
の
野
球
を
楽

し
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

川
口
市
立
東
本
郷
小
学
校

　
校
長　
朝
倉　
伸
行

８
月
28
日
、
日
暮

里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー

延
伸
に
つ
い
て
、
永

瀬
秀
樹
県
議
会
議
員
、

前
原
博
孝
市
議
会
議

員
、
新
藤
義
孝
衆
議

院
議
員
秘
書
の
早
船

宏
さ
ん
、「
日
暮
里
・

舎
人
ラ
イ
ナ
ー
延
伸

を
目
指
す
会
」
会
長

の
、
渡
辺
秀
夫
さ
ん

が
、
ラ
イ
ナ
ー
終
点

の
、
見
沼
代
親
水
公

園
駅
前
周
辺
の
視
察

を
行
っ
た
。

ラ
イ
ナ
ー
延
伸

は
、
新
郷
地
区
、
鳩

ケ
谷
地
区
、
川
口
市

北
東
部
の
発
展
に
大

い
に
寄
与
す
る
と
考

え
ら
れ
、
地
域
住
民

の
間
で
は
延
伸
を
求

め
て
署
名
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
。

こ
の
件
に
つ
い

て
、
永
瀬
県
議
は
今

年
３
月
の
県
議
会
一

般
質
問
で
、
前
向
き

舎人ライナー終点　見沼代親水公園駅

が
る
。飯塚

市
議
は
「
私

が
、
地
権
者
さ
ん
及

び
職
員
さ
ん
と
、
進

め
て
き
ま
し
た
新
郷

東
部
第
２
土
地
区
画

整
理
事
業
区
内
の
、

東
本
郷
小
学
校
周
辺

の
整
備
が
目
に
見
え

る
形
で
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

区
画
整
理
は
、
市

の
施
設
に
お
い
て
も

減
歩
等
は
例
外
で
は

な
く
、
土
地
を
地
域

に
提
供
し
周
辺
の
基

盤
整
備
が
整
う
事
に

な
り
ま
す
。
今
後
も

進
捗
率
が
上
が
る
よ

う
更
に
尽
力
し
て
ま

い
り
ま
す
」
と
。

左から、高橋さん、飯塚さん、石塚さん、櫻井さん。



　
１
７
２
０
年
英
国
人

へ
イ
ル
ズ
氏
は
、
木
の

樹
液
が
地
上
か
ら
高
く

離
れ
た
枝
先
の
隅
々
ま

で
い
き
わ
た
る
現
象
か

ら
着
想
し
て
、
麻
酔
し

た
馬
の
左
頸
動
脈
か
ら

銅
パ
イ
プ
を
挿
入
し
て
、

ガ
チ
ョ
ウ
の
気
管
を

使
っ
て
直
立
し
た
ガ
ラ

ス
管
を
つ
な
げ
て
血
液

の
上
昇
の
様
子
を
見
て
、

は
じ
め
て
血
圧
を
測
定

し
ま
し
た
。

　
こ
の
と
き
の
馬
の
血

圧
は
３
０
０
㎜
Hg
（
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
・
エ
イ
チ
・

ジ
ー
）
だ
っ
た
そ
う
で

す
。

　
通
常
、
血
圧
と
い
う

と
き
は
上
腕
の
動
脈
で

測
っ
た
圧
力
の
こ
と
で

す
。

　
例
え
ば
、
１
２
０
㎜

Hg
と
い
う
と
、
も
し
仮

に
水
な
ら
１
６
３
㎝
も

押
し
上
げ
る
圧
力
の
こ

と
で
す
。

　
脈
拍
数
が
、
１
分
間

（287）

　
コ
ロ
ナ
禍
で
我
慢
の
生
活

を
強
い
ら
れ
る
日
々
で
す
。

　
体
調
を
整
え
健
康
に
お
過

ご
し
下
さ
い
。

　
左
記
施
設
等
の
ご
協
力
に

よ
り
「
新
郷
新
聞
」
を
置
か

せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

・新
郷
支
所
、
新
郷
公
民
館
、

新
郷
南
公
民
館
、
新
郷
図
書

館
、
榛
松
郵
便
局
、
ス
パ
ー

そ
う
ま
す
。

　

次
号
は
10
月
20
日

（
水
）
発
行
で
す
。

に
70
回
程
度
の
場
合
、

心
臓
は
、
１
日
で
約

10
万
回
血
液
を
送
り
出

し
て
圧
力
を
か
け
て
い

ま
す
。
や
が
て
、
血
管

は
傷
つ
き
壊
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
れ
が
動

脈
硬
化
で
す
。

　

血
圧
は
、
季
節
で
、

朝
晩
で
、
寒
暖
で
、
飲

酒
で
変
わ
り
、
測
る
場

所
に
よ
っ
て
も
変
わ
り

ま
す
。
心
臓
か
ら
遠
い

と
こ
ろ
に
行
く
ほ
ど
低

く
な
り
、
血
管
が
細
く

な
れ
ば
低
く
な
り
ま
す
。

　
保
険
薬
剤
師

  　
　
　
中
山　
久
仁
夫

素
晴
ら
し
い
作
品

を
知
っ
て
頂
き
多
彩

な
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍

す
る
作
家
が
い
る
こ

と
を
再
発
見
出
来
る
、

第
３
弾「
川
口
の
ア
ー

ト
再
発
見
」。

８
月
28
日
に
は
、

永
瀬
秀
樹
県
議
、
前

原
博
孝
市
議
、
新
藤

義
孝
衆
議
院
議
員
秘

書
の
早
船
宏
さ
ん
が

鑑
賞
に
訪
れ
た
。

展
示
は
、
地
元
川

口
新
郷
の
「
吉
田
喜

代
美
さ
ん
」
の
日
本

画（
葉
叢・花
散
る
日
、

２
幅
）
末
広
の
「
市

川
嘉
泉
さ
ん
」
の
書

（
春
暁
・
百
人
一
首
）。

永
瀬
家
所
縁
の
、

大
正
時
代
か
ら
鋳
物

業
を
営
む
田
原
家
か

ら
寄
贈
さ
れ
た
日
本

画
の
、
鏑
木
清
方
・

横
山
大
観
・
安
田
靫

彦
・
川
合
玉
堂
・
奥

村
土
牛
・
杉
山
寧
・

な
ど
が
展
示
さ
れ
た
。

永
瀬
さ
ん
は
「
燃

え
盛
る
炎
と
熱
い
鉄
、

砂
と
粉
塵
に
ま
み
れ

鋳
造
に
励
ん
だ
傍
ら

で
、
芸
術
を
愛
す
る

繊
細
な
心
を
持
ち
合

わ
せ
た
川
口
鋳
物
師

の
心
根
が
伝
わ
る
。

大
切
に
守
り
継
い
で

行
く
べ
き
素
晴
ら
し

い
作
品
の
数
々
で
す

ね
」
と
。

前
原
さ
ん
は
「
特

筆
す
べ
き
は
、
女
流

日
本
画
家
の
吉
田
喜

代
美
さ
ん
は
、
生
ま

れ
も
育
ち
も
江
戸
袋

と
聞
き
、
驚
き
ま
し

た
。
町
会
長
と
し
て

自
分
の
不
明
を
恥
じ

て
い
ま
す
。

優
れ
た
絵
画
に
接

し
心
が
洗
わ
れ
た
、

ひ
と
時
で
し
た
」
と
。 　

地
震
・
豪
雨
・
土
砂

崩
れ
等
の
災
害
は
、
い

つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
慌
て
ず
冷
静
に

対
応
す
る
心
構
え
を
学

び
ま
し
ょ
う
。

☆
日
：
９
月
26
日(

日)

☆
時
：
午
後
２
時
〜

☆
所
：
新
郷
公
民
館

☆
受
講
料
：
無
料

☆
内
容
：
自
助
・
共
助

　
を
基
本
と
し
た

　
地
域
防
災
に
つ
い
て

☆
講
師
：
市
担
当
職
員

☆
問
：（
２
８
１
）　　

　
　
　
　
　
０
８
４
９

◇
日
＝
11
月
12
日
（
金
）　

　
　
〜
14
日
（
日
）

◇
時
＝
午
前
10
時
〜

　
　
　
午
後
５
時

◇
内
容
＝
市
産
品
展
示

会
、
緑
化
産
業
、
飲
食

店
舗
コ
ー
ナ
ー
、
産
業

団
体
紹
介
コ
ー
ナ
ー
等

◇
所
＝SKIP

シ
テ
ィ

　
（
川
口
市
上
青
木
）

◇
入
場
無
料

◇
問
＝
産
業
振
興
課

　
　
　
工
業
振
興
係

◇
日
＝
10
月
24
日
（
日
）

◇
開
演
＝
13
時
30
分

◇
演
目
＝
鹿
政
談
他

◇
所
＝
鳩
ヶ
谷
駅

　
　
市
民
セ
ン
タ
ー

◇
木
戸
銭

　
２
０
０
０
円

　
◇
問
＝
０
８
０

（
６
５
０
９
）
５
８
５
４

皆
様
の
善
意
の
献
血

が
、
尊
い
命
を
救
い
ま

す
。

◇
日
＝
10
月
15
日（
金
）

◇
時
＝
10
時
00
分
〜

　
　
　
11
時
00
分　
　　

◇
所
＝
新
郷
公
民
館

☆
問
：（
２
８
１
）

　
　
　
　
０
８
４
９

　
９
月
５
日
、
平
和

の
祭
典
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
幕
を
閉
じ
た
。　

　
川
口
市
所
縁
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
は
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
１
名

と
、
金
メ
ダ
ル
の
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
の
我
妻
悠
香

選
手
で
、
母
方
の
祖

父
母
が
新
郷
在
住
。　
　
　

　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
は
、
柔
道
１
名
・

車
椅
子
テ
ニ
ス
２
名
・

ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
１
名
。

　
そ
し
て
シ
ッ
テ
ン

グ
バ
レ
ー
２
名
は
、

藤
井
順
子
さ
ん
と
髙

砂
進
さ
ん
。
共
に
新

郷
東
小
・
榛
松
中
学

校
卒
業
。

　
髙
砂
さ
ん
は
地
元

チ
ー
ム
「
ア
ミ
ー
ゴ
」

を
結
成
し
、
新
郷
公

民
館
や
学
校
で
練
習

を
し
て
い
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
男
女

と
も
惜
敗
を
喫
し
８

位
で
大
会
を
終
え
た
。

　
ま
た
、
当
新
聞
に

御
協
力
頂
い
て
い
る
、

新
郷
小
・
東
中
卒
業

の
新
郷
在
住
で
、
東

京
都
足
立
区
の
「
足

立
学
園
」
理
事
長
の

初
鹿
野
恵
太
郎
さ
ん
、

理
事
の
田
中
栄
壽
さ

ん
の
卒
業
生
で
、
前

回
の
リ
オ
大
会
に
も

出
場
の
、
ボ
ッ
チ
ャ

競
技
の
ペ
ア
戦
で
、

銀
メ
ダ
ル
に
輝
や
い

た
、高
橋
和
樹
選
手
。　

　
コ
ロ
ナ
禍
の
最
悪

条
件
の
下
で
参
加
さ

れ
た
全
選
手
に
、
金

メ
ダ
ル
を
贈
り
た
い

思
い
で
す
。（
編
集
部
）

　
石
川
庸
子
校
長
は
、　

「
本
校
の
卒
業
生
が
東

京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
場
さ
れ
た
こ
と

は
、
感
動
の
極
み
。　

　
藤
井
順
子
先
輩
・

髙
砂
進
先
輩
に
、
６

年
生
１
人
１
人
が
記

し
た
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
、
日
本
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
を

通
じ
て
選
手
村
に
お

届
け
し
ま
し
た
。

　
先
輩
方
に
、
東
っ

子
の
思
い
が
届
き
ま

す
よ
う
に
。

　
１
人
１
人
の
こ
う

し
た
思
い
が
、
互
い

の
違
い
を
認
め
合
い
、

支
え
合
い
、
共
に
生

き
る
共
生
社
会
の
実

現
に
繋
が
っ
て
い
く

こ
と
を
信
じ
て
い
ま

す
」
と
。

　
さ
ら
に
「
髙
砂
進

さ
ん
か
ら
嬉
し
い
お

写
真
が
届
き
ま
し
た
。　
　

　
６
年
生
が
記
し
た

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、

壁
に
掲
示
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、レ
イ
ン
ボ
ー

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

手
に
素
敵
な
笑
顔
を

お
届
け
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　
６
年
生
は
じ
め
、

皆
さ
ん
の
思
い
が
届

い
た
よ
う
で
す
。

　
明
日
の
勇
気
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
。

写真左から、早船さん、永瀬さん、前原さん。


